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１．本発表の目的

インクルーシブ教育が欧米諸国を中心とするグローバル

スタンダードな教育理論・制度とされる中で、日本の特別

支援教育は国際社会においてどのように認識され、評価さ

れているのだろうか。本発表では昨年の発表に引き続き、

日本の特別支援教育に関するどのような内容が国際社会に

向けて発信されてきたかを検討し、国際社会が特別支援教

育をどのように認識しているのかについて検討する 。

とりわけ、本発表では日本の知的障害に関する論文を対

象に分析する。対象を知的障害に限定する理由は、知的障

害は、特別支援学校の設置基準学級数と在籍児童生徒数が

最も多いからである。また、日本の障害児教育は各障害種

別でその教育内容と方法が考案され、実践されてきた経緯

を持つ。したがって本発表では、日本の障害児教育の歴史

的背景を考慮し、昨年の発表における検索キーワードでは

明らかに出来なかった障害種別という視点に着目すること

にした。

２．本発表の方法 
教育に関する論文データベース アメリカ教育省に

よる を使用し論

文を検索した。検索年は特別支援教育がスタートした

年以降とし、知的障害に関する検索キーワードを①

、 ②

とした 最終検索日 年 月

日 。検索結果の中からジャーナルのみを抽出し、アブスト

ラクや本文を参照した上で、日本の知的障害に関する論文

を選択し、論文の内容を文献研究の方法で分析した。

３．論文の検索結果 
検索の結果、キーワード①で６本、②で４本が検索でき

たが、キーワード①と②で重複論文があった。そのため結

果として本発表の分析対象となる論文は のように

７本となった。

４．論文のテーマ・内容による分析 
それぞれの論文を内容で分けると以下の６つになった。 
日本の福祉制度改革

は、知的障害児・者や重複障害児・者

の福祉サービスの基本となる法律や制度について概略を述

べている。また、 は、障害者の権利に関す

る条約批准以前のため、批准に至るまでに必要とされる日

本の福祉制度改革について述べている。いずれの論文も

に投稿されている。

ソーシャルスキルを活用した性教育

は、学校卒業後の知的障害者を実

験群と対照群とに分けて、ソーシャルスキルの内容を含ん

だ８セッションの性教育の内容とその効果について検討し、

その有用性を明らかにしている。

知的障害者の平均寿命に関する研究

は、知的障害者の平均寿命が延び

た要因について茨城県の公立施設に入所している知的障害

者を対象に調査し、知的障害者の平均寿命は、健常者と障

害者、両方の要因と関連していることを明らかにしている。

児の言葉に関する研究

は、 児 名を対象に

／ を実施した。 児を対象にしているが、

知的障害をあわせもつ被験者も含まれているため、本発表

の対象論文とした。

日本で使用されているアセスメントの動向

は、日本で使われてきたアセス

メントの歴史を含め、現在使用されているアセスメントの

種類、動向とその課題について述べている。

知的障害児の親を対象にした研究

は、東京の特別支援学校

に在籍している知的障害のある児童生徒の親を対象に質問

紙調査を実施し、親から子どもへの体罰、親の心の状態、

首尾一貫感覚 との関係について検討している。

５．本発表の考察

教育に関するデータベースを使用したにもかかわらず、

日本で学齢期に行われている知的障害教育に関する論文が

検索結果としてヒットしなかった。さらに、論文内容も福

祉、言語など幅広く、論文内容の傾向を特定することが難

しかった。今後は、他障害と比較しこの結果が知的障害に

とって特有かどうか検討が必要である。

註 年の第 回日本特殊教育学会では、「海外学術雑誌にお

ける日本の特別支援教育に関するテーマ－ 年以降の

検索結果を中心に－」と題して発表した。

付記：本研究は科学研究費 若手研究 、課題番号 の一

部として行った。 （ ）
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